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主
な
記
事

２・３面…特集　府中の教育
４面…市営第十一美好町住宅入居者募集
５面…未来に残したい写真を募集

○世帯数   115,249（448減）   ○人口   男125,392（338減）  女121,096（43減）  計246,488（381減）  うち外国人登録数4,394　（平成20年11月１日現在、（　）は前月比）

収集地区 申込期限 収集日
矢崎町・南　町・本　町・宮西町・分梅町・
住吉町・四　谷・日新町 12月21日（日） 12月26日（金）

多磨町・朝日町・紅葉丘・若松町・浅間町・
緑　町・八幡町 12月16日（火） 12月22日（月）

白糸台・押立町・小柳町・宮　町・清水が丘・
日吉町・是　政 12月17日（水） 12月23日（祝）

天神町・新　町・幸　町・府中町・寿　町・
晴見町・栄　町 12月18日（木） 12月24日（水）

片　町・日鋼町・武蔵台・北山町・西原町・
東芝町・美好町・本宿町・西府町 12月21日（日） 12月25日（木）

※取扱い協力店の休業日にご注意ください。
※ リサイクルプラザへの直接持込みは、年内は12月27日（土）午前11時半まで、年始は１月
５日（月）午前９時からです。

◆年末年始のごみ収集日程◆
収集地区 燃やすごみ プラスチック類 燃やさないごみ

多磨町・朝日町・押立町（車返
団地以外）・小柳町・新町

年末12月29日（月）まで
年始１月５日（月）から

年末12月19日（金）まで
年始１月９日（金）から

年末12月26日（金）
年始１月30日（金）

紅葉丘・白糸台・車返団地・
天神町・幸町

年末12月18日（木）まで
年始１月８日（木）から

年末12月25日（木）
年始１月29日（木）

若松町・浅間町・八幡町 年末12月30日（火）まで
年始１月６日（火）から

年末12月23日（祝）
年始１月27日（火）

府中町・緑町・宮町・清水が丘・
日吉町・是政（１～５丁目） 年末12月29日（月）まで

年始１月５日（月）から
年末12月22日（月）
年始１月26日（月）是政（６丁目）・矢崎町・南町・

宮西町・寿町・美好町

年末12月30日（火）まで
年始１月６日（火）から

晴見町・栄町・武蔵台・
住吉町・西府町

年末12月30日（火）まで
年始１月６日（火）から

年末12月23日（祝）
年始１月27日（火）

本町・片町・日鋼町・東芝町・
分梅町・本宿町

年末12月18日（木）まで
年始１月８日（木）から

年末12月25日（木）
年始１月29日（木）

北山町・西原町・四谷・日新町 年末12月19日（金）まで
年始１月９日（金）から

年末12月26日（金）
年始１月30日（金）

※袋収集地区は、３月に配布した袋収集地区用カレンダーをご覧ください。

　家庭から出る粗大ごみの処理は有料です。事前に市役所５階ご
み減量推進課、市政情報センター、各文化センター、リサイクルプ
ラザ、取扱い協力店で購入した指定のシールをはって、指定日に出
してください。雨天でも収集します。
　粗大ごみの年内収集を希望する方は、下の表のとおり、各収集地
区の申込期限までに手続きをしてください。
　なお、一度に大量の粗大ごみが出る場合は、計画的に数回に分け
てお申し込みください。
　問合せは、ごみ減量推進課収集係（３６０・０３５５）へ。

水曜日の資源回収水曜日の資源回収
　水曜日の資源回収は、年内は12月24日（水）まで、年
始は１月７日（水）から行います。
　収集日の午前８時半までに、みどりのダストボッ
クス脇に出してください。
　新聞や段ボールなどは、ひもで十字に縛ってくだ
さい。また、雨天の場合は布類を出さないでくださ
い。

ペットボトルの資源回収ペットボトルの資源回収
　文化センターや一部公会堂などに設置してあるリ
サイクルボックスの回収は、年内は12月26日（金）ま
で、年始は１月５日（月）から行います。
　ダストボックス脇の網袋の回収は、年内は12月22
日（月）から26日（金）の間で１回、年始は１月５日
（月）から順次行います。
　ペットボトルは軽くすすぎ、つぶして出してくだ
さい。キャップ・ラベルは取りはずし、プラスチック
類として出してください。
　問合せは、ごみ減量推進課リサイクル係（３３５・
４４３７）へ。

▽日時　12月14日（日）午前９時～11時
▽場所　各文化セン

ター

▽問合せ　ごみ減量推進課リサイクル係（３３５・４４
３７）

食用油・使い捨て食用油・使い捨て
ライターの回収ライターの回収
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府
中
市
は
住
み
や
す
い
都
市
と

し
て
の
評
価
が
高
く
、そ
の
要
因
と

し
て
緑
が
多
い
こ
と
、公
園
な
ど
の

数
が
大
小
３
６
３
か
所
を
数
え
る

「
ガ
ー
デ
ン・シ
テ
ィ
」で
あ
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
交
通
ア
ク
セ
ス

が
極
め
て
良
い
こ
と
も
見
逃
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。永
い
歴
史
を
も

つ
昔
か
ら
の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
こ
と
は
、武
蔵
国
の
国
府
が
所
在

し
、交
通
の
結
節
拠
点
と
し
て
大
き

な
役
割
を
担
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

現
在
も
中
央
自
動
車
道
を
は
じ
め
、

国
道
20
号
線（
甲
州
街
道
）、都
道
な

ど
の
都
市
計
画
道
路
と
、そ
れ
を
細

か
く
結
ぶ
市
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
交
通
の
要
衝
に
ふ
さ
わ
し
く
整

備
さ
れ
、さ
ら
に
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
も
増
し
て
今
後
、評
価
を

高
め
る
の
が
、鉄
道
で
す
。京
王
線
、

西
武
多
摩
川
線
、Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
、

Ｊ
Ｒ
南
武
線
に
合
計
13
駅
、こ
れ
に

来
年
３
月
開
業
予
定
の
西
府
駅
を

加
え
る
と
、市
内
に
な
ん
と
14
駅
を

数
え
る
鉄
道
駅
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。鉄
道
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、必
ず
し
も
良
好
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、府
中
本
町
駅
や
分
倍

河
原
駅
で
路
線
の
乗
り
換
え
が
可

能
で
あ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
環

境
問
題
か
ら「
モ
ノ
」は
自
動
車（
貨

物
輸
送
）、「
ヒ
ト
」は
鉄
道（
旅
客
交

通
）と
言
わ
れ
る
新
し
い
時
代
に
適

応
性
の
高
い
都
市
と
し
て
、脚
光
を

浴
び
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、駅
前
の
充
実
は
、こ
れ

か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン

パ
ク
ト・シ
テ
ィ（
高
密
都
市
）の
要か

な
め

と
な
り
う
る
可
能
性
を
持
つ
た
め
、

新
時
代
の
象
徴
と
し
て
の
新
駅
の

開
設
や
駅
前
の
再
開
発
事
業
な
ど

へ
の
投
資
は
極
め
て
重
要
な
意
味

を
持
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
参
考
文
献
》増
田
悦
佐
著　
「
日
本

文
明・世
界
最
強
の
秘
密
」（
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所
）

「
モ
ノ
」は
自
動
車

　
「
ヒ
ト
」は
鉄
道
の
時
代

　年末年始は、ごみ・資源の収集を休みます。年末年　年末年始は、ごみ・資源の収集を休みます。年末年
始のごみ収集日程は、下の表のとおりです。始のごみ収集日程は、下の表のとおりです。
　収集が休みの間は、各家庭・事業所でごみ・資源を　収集が休みの間は、各家庭・事業所でごみ・資源を
保管してください。また、年始はダストボックスから保管してください。また、年始はダストボックスから
ごみがあふれないよう、小分けにして出すようにしごみがあふれないよう、小分けにして出すようにし
てください。てください。
　問合せは、ごみ減量推進課管理係（３３５・４４０　問合せは、ごみ減量推進課管理係（３３５・４４０
０）へ。０）へ。

年末
　 年始のごみごみ・資源資源は
ご家庭で一時保管をご家庭で一時保管を

ごみごみ・資源資源は
ご家庭で一時保管をご家庭で一時保管を

ごみ・資源は
ご家庭で一時保管を

粗大ごみの年内収集粗大ごみの年内収集
申・込・み・は・お・早・め・に



平成20年（2008年）12月11日 特集 ～府中の教育 2

府 中 の 教 育特特　集 府 中 の 教 育特　集

理
科
教
育
の
充
実

理
科
教
育
の
充
実

～～

全
小
・
中
学
校
へ
理
科
指
導
支
援
員
を
配
置

全
小
・
中
学
校
へ
理
科
指
導
支
援
員
を
配
置

　

市
で
は
、子
ど
も
た
ち
の「
確
か
な
学
力
」の
定
着
を
目
指
し
、理
科
教
育
の
充
実
を
図
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、小
学
校
で
は
平
成
23
年
度
、中
学
校
で
は
平
成
24
年
度

か
ら
新
し
い
教
育
課
程
が
全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
先
が
け
て
、今
年
度
は
、理
科
指
導
支
援
員
を
全
小
・

中
学
校
に
配
置
し
、理
科
の
授
業
に
お
け
る
観
察
・
実
験
な
ど
の
学
習
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。理
科
へ

の
関
心
や
意
欲
を
高
め
、理
科
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
有
用
性
を
実
感
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、指
導
室（
３
３
５
・
４
０
６
３
）へ
。

◆編集　府中市教育委員会◆

子
ど
も
た
ち
の
現
状

　

21
世
紀
は
、新
し
い
知
識
・
情

報
・
技
術
が
、社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領

域
で
活
動
の
基
盤
と
し
て
重
要
性

を
増
す
時
代
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、競
争
と
技
術
革
新

が
絶
え
間
な
く
行
わ
れ
る
時
代
で

あ
り
、学
術
研
究
や
科
学
技
術
の

世
界
的
な
競
争
の
激
化
の
中
で
、

理
科
教
育
の
質
・
量
両
面
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、現
在
の
日
本
で
は
、子

ど
も
た
ち
の
理
科
学
習
の
基
盤
と

な
る
自
然
体
験
、生
活
体
験
が
乏

し
く
、国
際
的
に
見
る
と
理
科
の

学
習
に
対
す
る
意
欲
は
低
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、知
識
・
技

能
の
定
着
、科
学
的
な
思
考
力
・
表

現
力
の
育
成
、理
科
を
学
ぶ
こ
と

の
意
義
や
有
用
性
の
実
感
な
ど
、

指
導
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の

取
組
み

■
理
科
指
導
支
援
員
の
配
置

　

理
科
の
授
業
に
つ
い
て
は
、新

し
い
教
育
課
程
へ
円
滑
に
移
行
で

き
る
よ
う
、今
年
度
か
ら
理
科
指

導
支
援
員
を
全
小
・
中
学
校
へ
配

置
し
、観
察
・
実
験
活
動
の
計
画
立

案
・
教
材
開
発
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
す
。教
員
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、授
業
の
進
行
を
補
助

す
る
こ
と
で
、円
滑
で
充
実
し
た

実
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、新
た
な
実
験
の

機
会
が
増
え
、驚
き
や
発
見
を
通

し
て
理
科
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま

す
。さ
ら
に
、児
童
・
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
反
応
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

授
業
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

理
科
指
導
支
援
員
は
、年
間
３

回
の
研
修
会
で
、業
務
内
容
の
理

解
、安
全
指
導
、授
業
参
観
、協
議
、

演
習
な
ど
を
行
い
、自
ら
の
役
割

と
理
科
授
業
の
よ
り
深
い
理
解
を

図
っ
て
い
ま
す
。

■
科
学
教
室
の
開
催

　

学
校
で
の
理
科
教
育
の
取
組
み

の
ほ
か
に
、教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
、科
学
的
な
視
点
で
物
事
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
の
育

成
を
目
的
と
し
て
、小
学
生
科
学

教
室
、中
学
生
科
学
教
室
、子
ど
も

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
を
年
間
各

10
回
、開
催
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
科
学
教
室
で
は
、市
内

の
自
然
環
境
を
分
析
・
考
察
し
、中

学
生
科
学
教
室
で
は
、学
校
の
授

業
を
発
展
さ
せ
た
内
容
を
学
び
、

子
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
で

は
も
の
作
り
の
基
礎
的
な
技
能
を

学
び
ま
す
。

　

今
後
も
、学
校
内
外
で
、子
ど
も

た
ち
の
観
察
・
実
験
な
ど
を
体
験

す
る
機
会
を
増
や
し
、学
習
の
基

盤
を
固
め
る
指
導
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

市
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
自
ら

率
先
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参

加
し
、楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い

け
る
よ
う
、子
ど
も
た
ち
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す
る
様
々

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で

は
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
に
興
味
を
も
て
る
よ
う

に
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、新
体
操
、柔
道
、剣
道
、陸

上
、ス
キ
ー
な
ど
多
種
目
の
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。教
室
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、体
力
向
上

だ
け
で
な
く
、友
情
や
連
帯
感
が

養
わ
れ
、社
会
性
や
協
調
性
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
は
、野
球
、サ
ッ
カ
ー
、バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、剣
道
、卓
球
、バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
６
種
目
の
大

会
に
、ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
中
心
と

し
た
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
、日
ご

ろ
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
成
果
を
試
し

て
い
ま
す
。子
ど

も
た
ち
は
、大
会

を
通
し
て
、達
成

感
や
感
動
を
あ
じ

わ
う
と
と
も
に
、

新
た
な
目
標
を
も

つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、子
ど

も
た
ち
が
ス
ポ
ー

ツ
を
理
解
し
、心

か
ら
楽
し
め
る
よ

う
、ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
を

育
成
し
、指
導
方

　

市
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
自
然

に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
、自
然
・

環
境
学
習
の
場
と
す
る
と
と
も

に
、緑
化
対
策
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
の
緩
和
に
効
果
が
期
待

さ
れ
る
校
庭
の
芝
生
化
を
実
施
し

ま
す
。

　

芝
生
の
整
備
に
つ
い
て
は
、二

小
・
五
小
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、学

校
関
係
者
な
ど
と
芝
生
の
広
さ
や

維
持
管
理
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
、平
成
21
年
の
６
月
か
ら
８

月
に
整
備
工
事
を
実
施
し
、二
学

期
か
ら
の
使
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。芝
生
の
維
持
管
理
は
、学
校
を

中
心
と
し
て
、保
護
者
、校
庭
利
用

団
体
、地
域
の
方
と
協
力
し
な
が

ら
行
い
ま
す
。

　

す
で
に
芝
生
化
を
実
施

し
た
市
外
の
学
校
で
は
、外

で
遊
ぶ
子
ど
も
が
増
え
、遊

び
方
も
様
々
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、芝
生
の
維
持
管
理

を
通
じ
て
、保
護
者
や
地
域

の
方
が
よ
り
学
校
に
か
か
わ

り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。さ
ら
に
、校
舎
の
緑
化
な

ど
を
あ
わ
せ
て
行
な
い
、エ

コ
ス
ク
ー
ル
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

校
庭
を
芝
生
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
が

環
境
を
保
全
す
る
意
識
や
行
動
を

身
に
付
け
、ま
た
、学
校
、保
護
者
、

地
域
の
方
が
連
携
を
強
め
、芝
生

と
と
も
に
、地
域
で
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
動
き
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、総
務
課
施
設
係（
３

３
５
・
４
４
２
９
）へ
。

法
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
、

生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
取
組
め
る
よ
う
様
々
な
教
室

な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係（
３
３
５
・

４
４
９
９
）へ
。

「
確
か
な
学
力
」を
養
い
ま
す

▲実験へのきめ細かい指導を行います

▲スキースクールなどもある多彩な教室▲外での活動がさらに楽しくなります

▲理科への関心が高まります

●
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
か
ら

●
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
か
ら

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
組
み

●
総
務
課
か
ら

●
総
務
課
か
ら

校
庭
の
芝
生
化
を
実
施
し
ま
す
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■国衙の西端を確認
　武蔵国衙跡とは、武蔵国府の中
心に位置する役所群の遺跡であ
り、市の史跡に指定されています。
　武蔵国衙跡では、大型建物跡が
南北に２棟並んで発見され、建物

跡が敷地外まで続いています。北
側建物跡の中心にある展示館の南
側壁面に整備したミラーガラスに
柱を映すことで、建物跡の南北の
奥行きを感じられるようにしまし
た。限られた敷地ですが、奈良・平
安時代に大

たい

国
ごく

武蔵国を治めた、い
にしえの武蔵国衙の建物規模を想
像することができます。
　建物跡は、さらに西側の道路ま
で広がっていると考えられたた
め、新たに道路部分の発掘調査を
行うと、建物の柱の穴が次々と発
見され、この建物の全ぼうを想定
することができました。道路には、
柱の位置に赤丸の表示を施し、建
物の広がりが想像できるようにな
りました。
■国衙東側で大溝を発見
　最近、京所通りに立つ京所の地
名由来碑の北西付近で、南北方向
の大きな区画溝の一部が相次いで
発掘されました。この溝の場所は、
国衙跡の建物跡を中心にすると、

すでに発見されている西側の大き
な区画溝（大國魂神社境内）と等間
隔に近い位置に当たることから、
これが国衙の東側の範囲を示す溝
である可能性がでてきました。こ
の溝が国衙域の東端であったとす
ると、その範囲は、東西約220メー
トル、南北約300メートルの広さ
だったと考えることができます。こ
のように、国衙の範囲についても、
次第に明らかになりつつあります。
　武蔵国衙跡は、現在、市の史跡に
指定されていますが、今後、国の史
跡として指定を受けられるよう、
準備を進めています。これからも、

武蔵国衙の謎の解明のため、市民
の皆さんのご支援・ご協力のもと、
調査を進めていきます。

　大國魂神社東側、市史跡武蔵国衙跡の前の道路面に、赤丸の印が点々と
付いているのをご存じですか。これは、武蔵国衙跡の敷地の外側で発見さ
れた建物跡の西端の柱跡を示したものです。武蔵国衙跡は、今年４月、整
備が完了し公開していますが、国衙の謎を解明する調査はその後も少し
ずつ進めています。
　問合せは、文化振興課文化財係（３３５・４４７３）へ。

●文化財担当から

よみがえる武蔵よみがえる武蔵国国
こくこく

衙衙
がが 西側で大型建物跡の西端を確認西側で大型建物跡の西端を確認
東側では大きな区画溝を発見東側では大きな区画溝を発見

　皆さん真剣に受講してくれまし
た。受講後、生徒からは「難しかった
けれど、社会貢献できる技術を身に
付けることができました」「率先して
助けに行く勇気がもてるようになり
ました」などの感想がよせられ、大き
な成果を感じました。
　今後も、府中市の中学生全員が認
定証を取得して、学校を巣立ってい
けるように講習会を続けていきたい
です。

府中消防署
　渡邉保司さん

助ける気持ちを助ける気持ちを
育てます育てます

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
やデ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
よ
う

●
図
書
館
か
ら

　

市
で
は
、「
命
の
尊
さ
」「
助
け
あ

う
気
持
ち
の
大
切
さ
」を
学
ぶ
た

め
、中
学
校
で
救
命
講
習
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
は
、救
急
救
命
士
な
ど

の
消
防
職
員
を
講
師
に
迎
え
、主

に
３
年
生
を
対
象
に
総
合
的
な

学
習
・
保
健
体
育
な
ど
の
時
間
を

利
用
し
て
行
い
ま
す
。応
急
手
当

の
技
術
を
修
得
し
な
が
ら
、様
々

な
事
例
を
通
し
て「
命
の
尊
さ
」を

学
び
、受
講
し
た
生
徒
に
は
、普
通

救
命
技
能
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

青
少
年
に
よ
る
事
件
が
増
え

る
な
ど
大
切
な
命
が
軽
ん
じ
ら
れ

る
な
か
で
、認
定
証
を
取
得
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、多
感
な
時
期
に

あ
る
中
学
生
が
、講
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
深
く
考
え
、広
く
社
会
へ

伝
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

問
合
せ
は
、学
務
保
健
課
管
理

担
当（
３
３
５
・
４
４
３
５
）へ
。

　

府
中
市
美
術
館
で
は
、美
術
に
つ

い
て
の
理
解
や
教
養
を
深
め
、美
術

を
よ
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、「
美
術
館
講
座
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。作
品
に
触
れ
、そ
の
成
り

立
ち
や
作
者
、歴
史
的
な
背
景
な
ど

を
知
る
こ
と
で
、よ
り
美
術
鑑
賞
の

楽
し
さ
が
増
し
ま
す
。

　

講
座
で
は
、世
界
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
研
究
者
や
評
論
家
に
よ

る
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、美
術

館
の
学
芸
員
に
よ
る
所
蔵
品
や
郷

土
美
術
に
つ
い
て
の
講
演
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、「
多
摩
の
都
市
と
美

術
」「
日
本
の
伝
統
」「
府
中
市
美
術

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
」な
ど

親
し
み
や
す
い
身
近
な
テ
ー
マ

か
ら
、「
近
現
代
美
術
に
お
け
る
リ

ア
リ
テ
ィ
の
在
り
処
」「
モ
ダ
ニ
ズ

ム
の
行
方
」と
い
っ
た
哲
学
的
な

テ
ー
マ
ま
で
、様
々
な
講
座
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
時
代
で
読
む
19
世

紀
・
20
世
紀
美
術
史
」を
テ
ー
マ

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
美
術
の

特
徴
に
焦
点
を
当
て
て
作
品
を

解
説
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、よ
り

多
く
の
方
に
美
術
の
楽
し
み
方
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
企
画
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、府
中
市
美
術
館（
３

３
６
・３
３
７
１
）へ
。

　

本
を
読
ん
で
、気
に
な
っ
た
事

柄
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。中
央
図

書
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
検
索
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
新
聞
・
雑
誌

記
事
や
法
律
情
報
、人
物
情
報
、官

報
、歌
集
、辞
典
類
な
ど
を
簡
単
に

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、大
國
魂
神
社
境
内
の

遺
跡
発
掘
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事

を
探
す
場
合
、膨
大
な
量
の
新
聞

の
中
か
ら
探
し
出
す
の
は
困
難
で

す
。し
か
し
、新
聞
記
事
を
検
索
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
う
と
、掲

載
日
が
分
か
ら
な
く
て
も
、｢

大

國
魂
神
社｣｢
遺
跡｣

な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
、す
ぐ
に
探
し
出
す
こ

と
が
で
き
、関
連
し
た
記
事
も
探

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、昭
和

40
年
ご
ろ
か
ら
の
新
聞
が
縮
刷
版

と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、検
索
を
し
て
見
つ
か
っ
た
新

聞
記
事
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

図
書
資
料
や
新
聞
、雑
誌
に
加

え
て
、パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

調
査
の
幅
は
一
層
広
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、中
央
図
書
館（
３
６

２
・８
６
４
７
）へ
。

▲

真
剣
に
取
り
組
む
中
学
生

▲専門的な視点からの講演

▲
資
料
が
簡
単
に
探
せ
ま
す

▲新たな発見が続く市史跡武蔵国衙跡▲西側道路に示された柱跡

●
図
書
館
か
ら

▲

東
側
で
発
見
さ
れ
た
大
き
な
区
画
溝

●
美
術
館
か
ら

●
美
術
館
か
ら

美
術
鑑
賞
を
深
く
楽
し
む
た
め
に﹁

美
術
館
講
座
﹂

●
学
務
保
健
課
か
ら

●
学
務
保
健
課
か
ら

﹁
命
の
尊
さ
﹂
を
学
ぶ

〜
中
学
校
で
救
命
講
習
会
を
実
施
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郷土の森公園芝生広場・
つり堀休園のお知らせ

○芝生広場…12月15日（月）から３月27
日（金）
○つり堀…12月25日（木）から２月28日
（土）
▽問合せ 公園緑地課管理係（３３５・
４３１４）

小・中学生綱引きのつどい
参加チーム募集

▽日時 ２月28日（土）午前10時
▽会場 郷土の森総合体育館
▽対象 小学４年～中学生で、市民、市
内在学の方
▽チーム編成　１チーム選手10人（交
代選手９人以内）／小学生チームは同
学年で編成／原則、小学校のチーム数
は６年生の学級数を上限
▽費用 無料
▽内容 小学生は学年対抗、中学生は
対抗戦
▽申込み １月13日（火）までに、決め

られた用紙（市役所６階児童青少年
課に用意）で、児童青少年課へ
▽問合せ 児童青少年課青少年係
（３３５・４４２７）

ジュニアアーチェリー教室

▽日時 １月６日（火）から８日（木）
午後３時15分～５時半（全３回）
▽会場 郷土の森総合体育館
▽対象 小学４年～中学生の市民
▽定員 10人（抽せん）
▽費用 毎回の体育館使用料70円
▽申込み 12月18日（木）まで（必着）
に、往復はがきに住所、氏名（ふりが
な）、年齢、学校名・学年、性別、身長、
電話番号、返信用あて名を記入して、
郷土の森総合体育館（〒183－0025
矢崎町５の５）へ
▽問合せ 郷土の森総合体育館（３
６３・８１１１）

ゆず湯・初湯へどうぞ

▽日時
○ゆず湯…12月21日（日）午後４時～
11時
○初湯…１月２日（金）午前９時～正
午
▽場所 藤の湯（朝日町２の28／３
６１・４４２２）、松の湯（新町３の６
／３６５・０２０４）、桜湯（宮町１の
23／３６１・２１７３）、さかえ湯（八
幡町２の30／３６３・４０５２）、旭
湯（宮西町３の６／３６１・９３６
２）、曙湯（晴見町１の11／３６１・５
０６８）、美好湯（美好町１の37／３
６１・２９４０）
▽対象 65歳以上と小学生以下の市

民
▽費用 無料
▽協力 府中市浴場組合
▽申込み 当日直接各公衆浴場へ
※住所・年齢が確認できるもの（保険
証、運転免許証など）を持参してくだ
さい。
※各浴場先着100人に乳酸菌飲料を
差しあげます。
▽問合せ 高齢者支援課事業係（３
３５・４０１１）

■福祉のまちづくり推進審議会
　12月18日（木）午前10時　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方（先
着10人）は前日までに、地域福祉推進
課へ／問合せは同課社会福祉係（３
３５・４１６１）へ
■教育委員会定例会
　12月18日（木）午後３時　教育セン

ター／
傍聴希望の方は前日までに、総務課
へ／問合せは同課総務係（３３５・４
４２４）へ
■次世代育成支援行動計画推進協議
会
　12月19日（金）午後２時　子ども家
庭支援セン

ター「たっち」／傍聴希望の方
（先着５人）は前日までに、子育て支
援課へ／問合せは同課推進係（３３
５・４１９２）へ
■建築審査会
　12月19日（金）午後３時　市役所北

庁舎３階会議室／傍聴希望の方は当日
直接会場へ／問合せは建築指導課管理
係（３３５・４４７９）へ
■障害者計画推進協議会
　12月24日（水）午後１時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は22日
（月）までに、障害者福祉課へ／問合せ
は同課生活係（３３５・４５４５）へ
■都市計画審議会
　12月24日（水）午後２時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方（先着10
人）は当日直接会場へ／問合せは計画
課地域まちづくり担当（３３５・４３３
４）へ
■福祉計画検討協議会
　12月25日（木）午後２時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方（先着10
人）は前日までに、地域福祉推進課へ／
問合せは同課福祉計画担当（３３５・４
１８２）へ

▽
受
付
期
間
・
場
所　

12
月
12
日（
金
）か
ら
19
日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後

６
時（
18
日
・
19
日
は
午
後
８
時
ま
で
）　

市
役
所
北
庁
舎
３
階
会
議
室

※
12
月
17
日（
水
）・
18
日（
木
）午
後
３
時
〜
６
時
は
、各
市
立
・
私
立
保

育
所（
園
）（
や
ま
び
こ
保
育
園
を
除
く
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
管
理
係（
３
３
５
・
４
１
７
２
）

1212
月月
1212
日（
金
）か
ら

日（
金
）か
ら

平
成
平
成
2121
年
度
市
立
・
私
立
保
育

年
度
市
立
・
私
立
保
育

所（
園
）の
申
込
み
を
受
付

所（
園
）の
申
込
み
を
受
付

■一般（家族向け）
▽対象 次のすべてに該当する方
○市に住民票、または外国人登録原
票があること
○現に同居、または同居しようとす
る親族がいること
○世帯の総所得が下の表の所得制限
額以下であること
○住宅に困っていること

○世帯全員が市税などを滞納してい
ないこと
○申込者・同居親族が暴力団員でな
いこと
▽募集戸数　２ＤＫ…８戸、３ＤＫ
…４戸
■一般（単身者向け）
▽対象 次のすべてに該当する方
○市内に引き続き３年以上住み、市
に住民票、または外国人登録原票が
あること
○原則として、親族と同居していな
いこと
○60歳以上の方、障害のある方など
であること
○総所得が左の表の所得制限額以下
であること
○住宅に困っていること
○市税などを滞納していないこと
○申込者が暴力団員でないこと

▽募集戸数　１ＤＫ…３戸
■障害者世帯割当（家族向け・車いす
使用者世帯向け）
▽対象 次のすべてに該当する方
○申込者と障害のある方が、市内に
引き続き３年以上住み、市に住民票、
または外国人登録原票があること
○世帯に身体障害者手帳（４級以
上）、愛の手帳（３度以上）、精神障害
者保健福祉手帳（２級以上）、戦傷病
者手帳（恩給法別表第１号表ノ３の
第１款症以上）のいずれかをお持ち
の方がいること／車いす使用者世帯
向けの場合は、車いす使用者が６歳
以上で、身体障害者手帳（２級以上）、
戦傷病者手帳（恩給法別表第１号表
ノ２の第１款症以上）のいずれかを
お持ちであること
○現に同居、または同居しようとす
る親族がいること
○世帯の総所得が左の表の所得制限
額以下であること
○住宅に困っていること
○世帯全員が市税などを滞納してい
ないこと

○申込者・同居親族が暴力団員でな
いこと
▽募集戸数
○家族向け　２DK・３DK…各１戸
○車いす使用者世帯向け　２ＤＫ・
３ＤＫ…各１戸

◇　　　◇　　　◇
▽所在地 美好町２の51
▽申込書配布期間　12月22日（月）ま
で
▽配布場所・時間　市役所東玄関（14
日・20日・21日を除く午前８時半～午
後５時、13日は正午まで）、白糸台・西
府文化セン

ター（土・日曜日を除く午前８時
半～午後５時）、市政情報セン

ター（午前８
時半～午後７時半）
※市役所以外の配布場所は、申込書
がなくなり次第、配布を終了します。
※詳しくは、申込みのしおりをご覧
ください。
▽申込み 12月25日（木）まで（必着）
に、市民生活部住宅勤労課へ／持参
可
▽問合せ 住宅勤労課住宅係（３３
５・４４５７）

◆所得制限額◆
家族数 一般世帯 障害者等世帯
１人 2,400,000円 3,216,000円
２人 2,780,000円 3,596,000円
３人 3,160,000円 3,976,000円
４人 3,540,000円 4,356,000円
５人 3,920,000円 4,736,000円
６人 4,300,000円 5,116,000円

７人以上 １人増すごとに、380,000円
を加算

入 居 者 募 集
市営第十一美好町住宅
入 居 者 募 集入 居 者 募 集

▲みんなの気持ちを一つに



5 I N F O R M A T I O N ～講座・催しなどの情報 平成20年（2008年）12月11日

平成21年度図書館職員
（嘱託員）募集

▽対象 昭和24年４月２日以降に生ま
れ、司書、司書教諭免許、学芸員資格の
いずれかをもつ方、または３月31日
（火）までに取得見込みの方
▽募集人数　若干名
▽試験日 １月11日（日）
▽募集要項　12月25日（木）まで、中央
図書館で配布（15日・16日を除く）
▽申込み 12月22日（月）から25日（木）
午前９時～午後７時（23日を除く）に、
履歴書を持って中央図書館へ
▽問合せ 中央図書館（３６２・８６４
７）

府中推奨品募集

　府中観光協会では、観光・商業振興の
ため、府中推奨品を募集します。審査
後、認定を受けた場合は、推奨品マーク
を使用できます。
▽対象 次のすべてに該当する事業
所、または教育機関で、府中ならではの
素材・製法・技術・商法などを用いたも
の、市内で生産・製造・加工などをした
もの、または府中にゆかりのあるもの
○責任者・責任の所在が明確で、消費者
からの苦情・要望などに対する処理体
制が確立されていること
○本店、または事業所・販売拠点が市内
に存在すること
○関係法令などの基準を満たしている
こと
○府中観光協会の会員であること（予
定可、教育機関を除く）
▽費用 無料／ただし、推奨品マーク
は実費負担
▽申込み １月30日（金）まで（必着）に、
決められた用紙（観光情報セン

ターに用意）
で、府中観光協会へ

▽問合せ 経済観光課観光係（３３
５・４０９５）、または府中観光協会
（３０２・２００８）

子育てひろば「ほののぼ～
ひよこグループ」参加者募集
　在宅で子育てしている方を対象
に、子育て事業を開催します。
▽日時 １月21日（水）・23日（金）・29
日（木）、２月３日（火）・６日（金）午前
10時～11時半（全５回）
▽会場 第八学童クラブ
▽対象 平成20年５～11月生まれの
乳児と保護者で、はじめて参加する
方／兄姉の参加不可
▽定員 先着10組
▽費用 無料
▽内容 親子交流、子育ての相談・情
報提供ほか
▽申込み・問合せ　保育課地域子育
て支援担当（３３５・４３４１）へ

ごみ減量対策・リサイクル推進
ポスターコンクール作品展示会
▽日時 12月18日（木）まで　午前８
時半～午後５時（土・日曜日を除く）
▽会場 市役所１階市民談話室
▽内容 ごみ減量・リサイクルを
テーマに、市内の小・中学生が作成し
たポスターの展示
▽問合せ ごみ減量推進課リサイク
ル係（３３５・４４３７）

作文発表大会

▽日時 12月20日（土）午後１時半
▽会場 生涯学習セン

ター

▽入場 自由（無料）
▽内容 二小、若松小、浅間中の児
童・生徒による作文の朗読ほか
▽主催 青少年対策浅間地区委員会
▽問合せ 児童青少年課青少年係
（３３５・４４２７）

骨粗しょう症検診
「目指せ骨美人！」

▽日時 １月27日（火）午前９時半～
午後３時
▽会場 保健セン

ター分館
▽対象 昭和13年１月～14年３月・
18年１月～19年３月・23年１月～24
年３月・28年１月～29年３月・33年１
月～34年３月・38年１月～39年３月・
43年１月～44年３月・48年１月～49
年３月・53年１月～54年３月・58年１
月～59年３月・63年１月～平成元年
３月生まれの女性市民
▽定員 100人（抽せん）
▽費用 無料

▽内容 骨密度測定、骨粗しょう症の
予防について、食事・歯科の展示ほか
▽申込み 12月17日（水）まで（当日消
印有効）に、往復はがき（１人１枚）に住
所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番
号、返信用あて名を記入して、保健セン

ター分
館「骨粗しょう症検診」係（〒183－00
55府中町１の30）へ
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係（３
６８・６５１１）

地区図書館臨時休館の
お知らせ

　次の地区図書館は蔵書点検のため、
臨時休館します。
○12月16日（火）　押立図書館
○12月16日（火）・17日（水）　片町図書
館
○12月19日（金）　生涯学習セン

ター図書館
▽問合せ 押立図書館（０４２・４８
３・４１２２）、片町図書館（３６８・７
１１７）、生涯学習セン

ター図書館（３３６・５
７０２）

給食費の臨時戸別徴収

　市では、健全な給食運営を図るため、
12月20日（土）に、給食費未納世帯への
戸別徴収を実施します。
　問合せは、第二給食センター（３６
６・８３７５）へ。

■魚の安売りデー「かき」　12月11日
（木）　府中市魚商組合加盟店

■郷土の森博物館短期臨時職員募集
　勤務は梅まつり期間中の土・日曜
日、祝日を含む週３日以上で、午前８
時45分～午後５時15分のうち実働７
時間以内／対象は18～59歳の方（高
校生を除く）／内容は販売・受付業務
ほか／１月初旬から研修あり／申込
みは12月18日（木）まで（15日を除く）

に、履歴書を持って同館へ（郵送不
可）／問合せも同館（368・7921）へ
■独身農業青年とのふれあい交流会
　１月24日（土）午後２時　調布ス
ポーツセン

ター（調布市菊野台）／対象は府
中・調布・狛江市の農家の独身男性と
の交流を希望する独身女性／費用
2000円／内容はボウリング大会、交
流会／主催はＪＡマインズ青壮年部
／申込みは電話、またはＦＡＸ（042・
486・3377）でマインズ農業協同組合・
岡田あてへ／問合せも同あて（042・
486・1546）へ
■新春ダンスの集い　１月４日（日）
午後零時半～４時　ルミエール府中
／対象は市民／費用2300円（前売り

は300円引き）／内容は生バンド演奏
によるドレストライアル、子どもダ
ンス「チャレンジャーズ」発表会／申
込み・問合せは高橋宅（361・2950）へ
■東京農工大学吹奏楽団定期演奏会
　12月26日（金）午後６時　府中の森
芸術劇場／無料／曲目は「白鳥の湖」
「美女と野獣」ほか／問合せは辻原あ
て（080・3009・7781）へ
■木目込人形おひな様・つるしボール
講習会　１月21日、２月４日（水）午
前10時～午後３時　番場北裏公会堂
（宮西町３の12）／費用おひな様7000
円、つるしボール500円（材料費）／目
打、ボンド、はさみ、エプロン持参／
主催は幸纓会／申込み・問合せは小

林宅（362・5828）へ、午後７時以降に
■自動車保険請求相談　月～金曜日
の午前９時～正午、午後１時～５時
（祝日を除く）／無料／内容は交通事
故による自動車損害賠償責任保険や
任意自動車保険の請求についての相
談／相談・問合せは日本損害保険協
会立川自動車保険請求相談セン

ター（042・
525・9216）へ
■消費税・年末調整個別相談会　12
月16日（火）・17日（水）午前10時～午
後４時　むさし府中商工会議所／無
料／内容は税理士などによる消費
税・源泉所得税の年末調整について
の相談／申込み・問合せは同会議所
（362・6421）へ

　府中市は、４月１日（水）に市制施行55周年を迎えます。
　市では、記念事業の一つとして、写真集の発行を計画しています。
　この写真集に掲載する、未来に残したい、市内のまち並みや田園風景、
川、道路、行事、生活習慣などまちの移り変わりを納めた写真を募集します。

▽内容 昭和29年以降に撮影した市
内の風景、建物、行事、生活習慣など
未来に残したい写真／人物主体の写
真は除く
▽規格 ポジフィルム、ネガフィル
ム、デジタルカメラ（200万画素以上
のもの）で撮影したもの（サイズは自
由）
▽申込み １月30日（金）まで（必着）

に、写真の裏面に撮影時期・場所、
住所、氏名、電話番号を記入して、
〒183－8703政策総務部広報課へ
／持参可
※写真の使用権は市に帰属し、写
真は返却します。
▽問合せ 広報課広報担当（３３
５・４０１９）

未来に残したい写真を募集未来に残したい写真を募集
市制施行55周年記念写真集

未来に残したい写真を募集
▲

推
奨
品
マ
ー
ク
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　・企画係　３３６・５７１１
　・学習事業係　３３６・５７０８
■家庭教育学級「頑張らない子育ての
ススメ」／Ｆ
　日程・内容は下の表のとおり　２階
研修室／対象は子育てをしている方
で、全回出席できる市民、市内在勤・在
学の方／定員50人（抽せん）／無料／講
師は森　あすか氏（心理カウンセラー）
／申込みは12月22日（月）まで（当日消
印有効）に、往復はがき（１人１枚）に住
所、氏名（ふりがな）、電話番号、託児（１
歳～就学前の幼児12人）希望の方は幼
児の氏名（ふりがな）・生年月日、返信用
あて名を記入して、当セン

ター企画係へ／問
合せも同係へ

■エル・ネット「オープンカレッジ」／Ｆ
　講座名・日時は下の表のとおり　語
学室／対象は平成５年４月１日以前生
まれの市民、市内在勤・在学の方／定員
各30人／無料／申込みは各講座の初回
の前日まで（必着）に、はがき、またはＦ
ＡＸ（336・5709）に希望講座名、住所、
氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記入
して、当セン

ター学習事業係へ／電子申請、講
座応募箱での申込み可／定員を超えた
場合のみ参加の可否を連絡／問合せも
同係へ

■ふちゅうカレッジ市民企画講座「か
んたん！手づくり本～ビギナーズ製本」
　日程・内容は下の表のとおり　美術
室／対象は15歳以上で、全回出席でき
る方／定員16人（抽せん）／費用3300円
（受講料・教材費）／講師は津村明子氏
（装てい家）／申込みは12月20日（土）ま
で（当日消印有効）に、往復はがきに講
座名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話
番号、返信用あて名を記入して、当セン

ター学
習事業係へ／電子申請可／問合せも同
係へ

生涯学習セミナー受講生募集

実技セミナー

■はじめてのスペイン語会話／Ｆ
　１月20日から３月24日の毎週火曜日

　午後２時～４時（全10回）　語学室
／定員30人／費用5000円（受講料）／
内容は日常会話の基礎を学ぶ／講師
は桜庭雅子氏（ＮＨＫ学園講師）
■ＥＸＣＥＬ入門／Ｆ
　講座番号・日程・時間は下の表のと
おり　パソコン学習室／定員各19人
／費用2900円（受講料・教材費）／内
容は基本的な表やグラフの作成方法
ほか／講師はシルバー人材セン

ター登録講
師

スポーツセミナー

■中国気功健康法
　１月13日から３月３日の毎週火曜
日　午後２時半～４時半（全８回）　
小ホール／定員40人／費用4000円
（受講料）／講師は横溝廣子氏（ＮＨ
Ｋ学園講師）

◇　　　◇　　　◇
　対象は平成５年４月１日以前生ま
れの市民（ＥＸＣＥＬ入門は文字入
力ができる方）／申込みは12月20日
（土）まで（当日消印有効）に、往復は
がきに希望講座名・番号、住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号、返信用
あて名を記入して、当セン

ター学習事業係
へ／電子申請可／申込み多数の場合
は初めての方を優先して抽せん／問
合せも同係へ

　３６８・７９２１
入場料　２００円（中学生以下１００円）

■プラネタリウム冬の新番組「天空
に描かれた物語～ギリシャ神話紀
行」
　12月13日（土）から３月８日（日）　
プラネタリウム／投影時間は下の表
のとおり／費用大人400円、中学生以
下200円（博物館入場料が別に必要）
／内容は星座神話にまつわる詩や天
文学の発達を通じて、古代ギリシャ
人の天空への思いを紹介

■星空観望会
　12月13日（土）午後６時半～８時　
博物館正門前集合／費用大人100円、
中学生以下50円／内容はアンドロメ
ダ銀河や月、季節の星々を観察／協
力は府中天文同好会／雨天･曇天中
止（当日午後３時に決定）
■森のお話会
　12月13日（土）午後２時45分　旧越
智家住宅／対象は５歳以上の方／内

容は「マメ子と魔物」「ねずみじょう
ど」ほか／語りは十べえお話の会

　３３６・３３７１

■常設展ギャラリートーク
　12月20日（土）午後２時　常設展示
室／無料（常設展観覧料が別に必要）
／内容は「戦後の美術」をテーマとす
る作品解説／講師は当館学芸員／当
日直接常設展示ロビーへ

　３３５・６２１１

■クリスマスプロムナードコンサー
ト～パイプオルガン＆ボーカル
　12月13日（土）①午前10時半～11
時、②午後２時～３時　ウィーン
ホール／対象は①乳幼児と保護者、
②小学生以上の方／各回先着500人
／無料／出演はクリスティーナ・カ
オリ・林（パイプオルガン）、田村直美
（ボーカル）／曲目は①「ウィンター
ワンダーランド」「ジングルベル」、②
「前奏曲とフーガホ短調」「ゆずれな
い願い」ほか

・中央図書館　３６２・８６４７

■冬のおたのしみおはなし会
　12月25日（木）午後３時半～４時半
　中央図書館／対象は３歳～小学生
／無料／内容は絵本や昔話の読み聞
かせ／当日直接会場へ
■図書館ＯＰＡＣ（利用者用開放端
末）使い方ツアー
　12月20日（土）午前10時、午後３時
　中央図書館／対象は市民、市内在
勤・在学の方／各回先着10人／無料
／内容は図書館資料の検索・予約方
法ほか／申込みは各回開始10分前に
３階総合受付へ

　３５１・４６００

■再就職をめざす女性のためのエク
セル入門講座／Ｆ
　１月22日から２月12日の毎週木曜

日　午前９時半～午後零時半（全４回）
／対象は再就職を目指す市民、市内在
勤・在学の女性で、文字入力などの基本
操作ができる方／定員18人（抽せん）／
費用1967円（教材費）／内容は基本操作
や表計算機能の使用方法ほか／講師は
松原悦枝氏（女性パソコン研究会会員）
ほか／申込みは12月20日（土）まで（必
着）に、往復はがき（１人１枚）に住所、
氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、託児
（１歳～就学前の幼児10人、飲み物とお
やつ持参）希望の方は幼児の氏名・年
齢・生年月日、返信用あて名を記入し
て、当セン

ター「パソコン講座」係へ

　３３０・２０１０

■お口いきいき健口美
　12月22日（月）午後１時半～３時／対
象は65歳以上の市民／先着20人／無料
／内容は舌のトレーニング、口の健康
体操、だ液分泌を促進するマッサージ
ほか／申込みは電話で当セン

ターへ
■楽しく身につく栄養講座（実践編）
　12月23日（祝）午前10時～11時半／対
象は65歳以上の市民／先着10人／無料
／内容は電子レンジを使用した調理ほ
か／申込みは電話で当セン

ターへ

　・府中ボランティアセン
ター　３６４・００８８

■ボランティア体験型入門講座「自分
の時間をちょっと使ってみません
か？」
　日時・内容・講師・定員は下の表のと
おり　６階会議室ほか／対象はボラン
ティア活動に関心がある方／費用500
円（食事サービスコースは別に500円が
必要）／申込みは電話、またはＦＡＸ
（362・9090）で府中ボランティアセン

ターへ／
問合せも同セン

ターへ

◆ボランティア体験型入門講座◆
回 日　時 内　　容 講　師 定員（先着）

１ １月20日（火）午後１時半～４時半
オリエンテーションとレクリ
エーション指導

木塚敏夫氏
（日本レクリエーション
協会コーディネーター）

―

２

１月23日（金）
午後１時半～４時

児童コース「児童の見守りにつ
いての活動の紹介と体験」

鈴木隆志氏
（あばれんぼキャンプ主
任指導員）ほか

20人

１月29日（木）
午後１時半～４時

児童コース「児童の送り迎え、
障がい児の保育についての活
動の紹介と体験」

林　まり子氏
（オンリーワン代表）ほ
か

20人

３ ２月６日（金）午後１時半～４時

環境コース「植物・野鳥観察、援
農、社会教育についての活動の
紹介と体験」

大澤邦男氏
（府中かんきょう市民の
会会員）

20人

４ ２月13日（金）午後１時半～４時
防災コース「立川防災館見学と
防災についての活動の紹介」 立川防災館職員 20人

５ ２月20日（金）午前10時～午後３時

食事サービスコース「男性のた
めの料理教室と食事サービス
についての活動の紹介と体験」

平野保子氏
（平野料理教室講師）

20人
男性優先

６ ２月27日（金）午後１時半～４時

社会教育コース「車いす操作体
験、高齢者の疑似体験とボラン
ティアグループ『ボランティア
ひろげ隊』の活動の紹介」

ボランティアグループ
「ボランティアひろげ
隊」

20人

７ ３月２日（月）午後１時半～４時

施設での活動コース「高齢者施
設や障がい者施設での活動の
紹介と体験」

高齢・障害者施設職員 20人

８ ３月９日（月）午後１時半～４時
修了式「今後のボランティア活
動に向けて」 社会福祉協議会職員 ―

※第１・８回は必須です。
※第２・３・６・７回は、別に体験日があります。

講座名 日　時 全回数

「新版・府中市
の歴史」で学
ぶ府中の歴史

１月10日から３月28
日の毎週土曜日
午前９時50分～

11時50分

12

まちづくりと
学び

１月15日・29日、２月
５日（木）
午前10時～11時50分

3

講座番号 日　程 時　間

Ｅ－５
１月27日（火）か
ら30日（金）

午前９時半～
午後零時半

Ｅ－６ 午後１時半～
４時半

回 日　程 内　　　容

１ １月31日（土）
子育ての理想はうさぎさ
ん～大きな○・大きな○・
小さな○

２ ２月７日（土）毎日言おう！三つの言葉～親子の信頼関係

３ ２月14日（土）10分だけは僕のもの・私のもの～スキンシップ

４ ２月21日（土）
オウム返しは信頼と学ぶ
心を育てる～カウンセリ
ング技法の取り入れ

５ ２月28日（土）
子どもの夢が親の夢～夢
も子どもと一緒に育てた
い

※時間は、いずれも午前10時半～正午。

回 日　程 内　　　容

１ １月24日（土）シンプル・ポストカードファイル

２ １月31日（土）交差式製本（文庫本サイズ）

３ ２月７日（土）折帖（アコーディオン式アルバム）
※時間は、いずれも午後１時15分～４時15分。

曜日
時間 平日 土曜日 日曜日・祝日

午前11時 ギリシャ神話
紀行

午後零時半 ぼくらの宇宙旅行
午後２時 ギリシャ神話紀行
午後３時半 銀河鉄道の夜

▲学んだことをボランティアに




